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多重リンク輸送システムの最適化に関する研究
(主 査)
論文調査委員 教 授 長 尾 義 三 教 授 佐佐木 綱 教 授 吉 川 和 広
論 文 内 容 の 要 旨
個晶輸送もしくはユニタイゼ-ショソと称する物資の輸送系において,発送地から到着地に至るまで異
なる輸送機器 ･輸送施設が直列に配置されることがある｡土取 りから埋立に至るパワーシャベル ･トラッ
ク･土運船,しゅんせつ工事におけるしゅんせつ船 ･土運船 ･引船の組み合わせ,および, トラック･荷
役機械 ･船舶 ･荷役機械 ･トラックといった海上コンテナ輸送系などほ代表的な例である｡従来これら輸
















































1. 数多 くの輸送系は輸送機器のシャトル運行するリンクと貯留部分であるノードで構成される多重 リ
ンク輸送システムとして示されることを明らかにした｡さらにこのシステムを構成するリンク･ノードを
特徴づけるのは5種の操作変数,すなわち, リンク数,各 リンクで輸送活動する運搬手段の数,各運搬手
段の トリップ時間,各運搬手段が輸送する物資のユニットの相対的大きさ,および各ノードの貯留容量で
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あることを見出し,これらの変数を用いてシステムの動態記述ができること-を提唱した｡これは従来の研
究が部分システムの最適化問題として把えられていたのに対し,システム全体の最適化問題として把握し
ようという試みであって,今後,全国幹線輸送網,あるいは共同一貫輸送システムを合理的に樹立する場
合必要な新たな見解といえる｡
2. システムの評価に生産性,有効性の概念を導入し,シミュレーションプログラムによる上記5変数
の操作を行い,運搬手段のトリップ時間の変動係数の差異の方が,その分布型のそれよりも大きいこと,
ノードの貯留容量の大きさがシステムの有効性に大きな影響を与えることなど,従来知られていなかった
多くの知見を得ることができた｡
3. 多重 リンク輸送システムでは適当に選んだ結合変数によって幾つかのサブシステムに分割表示でき
ることを明らかにし,この基本型は2リンクシステムであることを見出し,実際の輸送系で用いられるこ
のモデルパターンを256に整理した｡そして未だ開発されていない幾つかのパターンについての解明を行
った｡そのおもなものは,中間ノードで3ステージとして表現しなければならない輸送動態,サイクルタ
イムがアーラン分布型と見なされる場合についての輸送動態,ならびに輸送が2方向に行われる場合の輸
送動態などを循環待ち合わせ行列問題の拡張を行うことによって解を求めることに成功し,従来近似解と
のかい離の大きかった輸送動態に理論的根拠を与えることができた｡
4. 多重 リンク輸送システムの評価は,生産性,有効性のほかに,これに重みをつけた評価基準が必要
であるとし,費用便益分析を導入した毎年等価の費用最小規準を提唱し,ノードの大きさ,結合変数に着
日した全体システムの分割法を見出し,結合変数の調整による最適解を求めるアルゴリズムを提案した｡
これは従来,システムの評価に与える与件ならびに操作変数の数が多く,現象も簡単に記述し得ないこと
から,一般に系全体の最適解を得ることが困難とされていたことに対して理論的な情報を与えることに成
功したといえる｡
5. 以上の成果を国際海上コンテナ輸送系に適用し,内陸輸送,港頭荷役,港湾施設,ならびに海上運
航船団など種類 ･規模 ･配置を,ある評価基準のもとで同時に最適化する計画設計手段を提示し,前述し
た理論の実証を行うと同時に,コンテナ輸送需要の増大とともに,船型 ･船速は増加し,それにともなっ
て,荷役,港湾施設が質的にも改善されて行くべきであるという今後の方向にも新たな示唆を与えた｡
以上要するに本論文は,多重リンク輸送システムと見なされる輸送系について輸送目的に立脚した観点
から新たなシステム認識を行い,分割された幾つかのサブシステムの合成からなる階層的最適化モデルを
提案し,各サブシステムの現象分析を行い,それを用いてその実際的な解法を究明したものであり,従来
知られていなかったことに対し多くの貴重な知見を与えるとともに,この種の計画 ･設計理論に新たな指
針を与えた｡よって学術上 ･実際上寄与するところが極めて大きい｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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